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2 月 15 日（水）、愛知県岡崎市大平町の古着リサイクル事業者、株式会社鈴六（スズロク）は、三河地方の

間伐材を活用し愛知産業大学と共同制作した古着回収ＢＯＸを小売店 2 箇所（JINS イオンモール岡崎店、

スギ薬局岡崎欠町店）に試験的に設置し、古着の回収を開始する。古着リサイクル事業者が、間伐材で制作

した古着回収 BOX を設置し、直接市民から古着を集めることは愛知県で初めてのことである（自社調べ）。 

■社会背景【まだ６０％以上の古着が廃棄されている】 

・日本で廃棄される古着は年間 48 万トン。リユースとリサイクルで回収さ

れるものは 34％（環境省データー）。 

・愛知県行政の古着回収量はコロナ渦により減少、2020 年の年間回収量は、

10 年前の-1,898 トン（環境省データー） 

・市民からは古着をどこに出したら良いか分からないとの声。 

・鈴六に入荷する古着の７０％が女性もの 

■サービス概況【古着リサイクル事業者が回収 BOX を設置】 

鈴六はエシカルなデザインを求めて、愛知産業大学 造形学部 スマートデザ

イン学科 講師の森理恵氏にデザインを依頼。森氏は三河地方で育った木を地

元で活用するため、杉の間伐材を使用し、最も利用する女性に向けたデザイ

ンを考案した。そして、大学内の工房にてプロトタイプを２台制作する。1 台

を地域共生の様々な取組を行い店舗内装にも地元産の間伐材を使用したＪＩ

ＮＳイオンモール岡崎店（イオンモール岡崎 3 階）と、もう 1 台を、サステナビリティ経営を推進するスギ

薬局岡崎欠町店に試験的に設置することになった。そして、岡崎市のホームページで設置場所を周知するた

愛知県で初めて間伐材を活用した古着回収 BOX を設置し、岡崎市の古

着リサイクル事業者が社会問題「ファッションロス」を解決に向ける 

 

 

回収 BOX 模型写真 



めに岡崎市資源回収拠点一覧の回収協力店として申請をする。 

■事業者概要／株式会社鈴六【古着からピーマン？古着回収から始まる美味しい循環型経済】 

行政や地域の自治会が集めた古着を購入し再資源化する事業。①ウエス（工業用雑巾）原料②もう一度着

用するリユース古着③フェルト原料、に仕分けし製品化する。国内で古着選別をしている数少ない事業者で

選別量は愛知県内で一番大きい。目利き人材を育成することにより９０種類ある選別アイテムの分別精度

は高く、海外のお客様からの購入希望に対し古着が不足している状態。そして、新しいお洋服を作る工場の

多くは海外に移転したが、繊維リサイクルの事業者はまだ岡崎

に残っていて、最近では、ポリエステル培地（古着由来の特殊加

工フェルト）を使った野菜栽培で、農林水産省「食料・農業・農

村基本計画」の第 3 章 1 項②「需要に応じた新たなバリューチ

ェーンの創出」に沿った 6 次産業化ビジネスで、地元のサーキ

ュラーエコノミーを先導している。具体的には、フェルト培地の実験農場で生産したピーマンとトマトを岡

崎市内のレストラン 2 店舗に販売し岡崎市の豊かな食文化に貢献している。野菜の特徴は、水分量が多くみ

ずみずしくて味も濃い。ピーマンを使った冷製スープは絶品である。（野菜の生産は 5～12 月） 

 

 

■連絡先   〒444-0007 愛知県岡崎市大平町字堤下７３－１   

        株式会社鈴六    代表電話：0564-21-5305 FAX:0564-21-5474 

代表取締役 鈴木和人（スズキカズヒト）  E male: kasuzuki@arrow.ocn.ne.jp 

 

        


